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館林城ジオラマ制作の思い
館林にはかつて館林城がありましたが、明治７年に焼失し、城の名残りはわ
ずかに本丸や三の丸跡付近に残るばかりです。
そのような館林城の歴史を形あるものとして残すことを目的に、館林市市制
６０周年記念事業として「館林城のジオラマを作ろう」と、市民有志による
館林城ジオラマ制作委員会を設立し、平成２６年１１月公開を目指し取り組
みました。
館林市民自身が参画して、館林の発展と文化の向上や観光に役立つものを作
り上げ、子孫に伝えていくことは極めて有意義なことです。
このため、制作資金も市民および各種団体による募金、協賛金で賄いました。

また、完成した館林城ジオラマは市の公共機関に展示して、歴史研究や観光
資源として活用し、地元館林市民には郷土の歴史を学んでいただきながら次
の世代にその文化を伝承して行き、また、館林を訪れる多くの方が館林を知
るための一助になればと思います。



館林城ジオラマ制作委員会の活動を紹介する新聞記事 ２０１３年１２月５日 朝日新聞

制作過程での検討で少し変わりました。



館林城ジオラマ制作委員会の活動
①役割
・募金、協賛金により制作資金を捻出
・館林城ジオラマの制作仕様を決定
・ジオラマ制作業者の選定と制作調整（依頼、指示など）
・館林市との各種調整

②委員会
・ほぼ毎月１回実施（2013年9月13日～2014年10月28日の13回）
・上記役割を中心に、発生した課題を議論

③ジオラマ制作
・設計 ： 館林城ジオラマ制作委員会
・作成 ： 株式会社ディディエフ



ジオラマの制作について
館林城ジオラマ制作の過程
①どの館林城を作るか？

綱吉 ｖｓ． 再建館林城（越智松平以降）

史料 城絵図 城絵図（平面情報）、絵馬（立体情報）、

文献資料（館林実記など）

特徴 三重櫓（天守） 城址、城下町に残る城の名残り

史料の豊富さと現在の館林の地形との共通点が多いという点を

考慮し、再建館林城を再現することに決定。

ジオラマを見る → 館林城を思い浮かべながら城址を歩ける！

※館林実記：享保１３年（1728）越智松平家の棚倉移封の時点の館林城の詳細な情報が
わかる。（堀、土塁、門、塀、建物など）



②設計

ａ．基本とするのは館林城の古絵図

『館林市史特別編第２巻 絵図と地図に見る館林』掲載

ｂ．「尾曳稲荷神社絵馬」や『館林実記』、『館林城調査報告書 第１集

城郭図とその変遷』を参考に、“建物”の配置図を作成

『館林城絵図（秋元氏時代）』館林市立資料館蔵
※上記ａの市史特別編より転載

建造物103、土塁・石垣26、塀・柵14の配置を決定

※二の丸、三の丸は『尾曳之跡』所収の間取り図を参照。ほとんどが平面情報のみ。



ｃ．建造物の立体的設計

『城の作り方図典』（三浦正幸著）や明治初期に撮影された江戸

時代の城郭写真、現代に残る城郭・遺蹟を基に基本設計を行った。

制作者には写真からも細部のイメージを感じ取っていただく。

千貫門（渡櫓門）の手書き設計資料

渡櫓門の参考写真

『幕末日本の城』
（山川出版）より
名古屋城の城門



ｄ．色の決定

瓦（黒）、壁（白）、木造建造物（茶系統）がほとんどを占め、

課題は大きなスペースを取る城沼の色であった。

『尾曳稲荷神社絵馬』は濃いブルー ジオラマで採用した城沼の色
（濃い緑の上に透明樹脂で水面の
透明感を表す）

シチュエーションの設定
初夏の城沼

実際の城沼の水の色（2019.9.7）

『館林城絵図』は
薄いブルー



③ジオラマの制作
東京ホビーショーなどを見学し、株式会社ディディエフ（東京）に

制作を依頼することに決定。

制作方法は、ｃの設計図を基にＣＡＤで立体設計→３Ｄプリンタで

原型作成→手作業で細部を作り込む→彩色→完成！！

千貫門の３Ｄデザイン 付属物を取り付け、色を塗って完成３Ｄプリンタで出力
（屋根、鯱は別に作成）



④贈呈式

2014年11月16日に
市役所市民ホールで
実施。同所で展示の
後、第一資料館にて
常設展示



⑤報告書
ジオラマ制作にかかわる全情報を報告書としてまとめ、後世に残す。

※館林市立図書館に献本。
一般の方の閲覧が可能です。

※館林城ジオラマ制作委員会の
詳しい情報は、右に掲載した
館林文化史談会ホームページ
の「会員情報など」のページ
からのリンクをご利用くださ
い。
史談会ホームページは「館林
文化史談会」で検索してくだ
さい。

ここをクリック



⑥その他

・展示ケースの決定 → 見やすく、撮影しやすいカバーなしとする。

・音声ガイダンスの作成（館林城とジオラマの紹介の２種類作成）

・パンフレット、絵葉書の作成

・募金、協賛いただいた方への報告書作成と発送

・募金、協賛いただいた方のネームプレート作成

（ジオラマの展示ケース側面に貼付）

では、第一資料館に移動して
館林城ジオラマを見てみましょう！

・今の地形との比較
・館林城の建造物群


